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　指紋認証式アミューズメントメダル預かり払い出し装置（メダルバンク）は、誰もが
手軽に利用出来る認証装置である。セキュリティ分野で広く利用されているバイオ
メトリクス（生体認証）技術の利便性に着眼し、アミューズメント施設という公の場で
利用し普及させる事に成功した。�

①アミューズメント施設のゲーム機には、現金機とメダル機があり、メダル機は一定
料金でメダルを貸し出しそれを用いて遊ぶものである。遊戯終了後には残ったメ
ダルを預ける事で再来店時にまた使用する事が出来る。そのためには、住所など
の個人情報を店員とやりとりする面倒な手続きがあるため、無理にでも使い切る
ケースが多い。しかしこの指紋認証を用いる事で、簡単に自分のメダルを預け払
い出しする事が可能になった。これにより顧客の再来店率の向上に繋がる。�
�
②指紋認証の利用では、何かの行動を起こそうとする時に一定の制限をかけ、これ
を指紋認証で解除する。そして記録に残すという事が基本的な考え方である。記
録が残されているという事で利便性とセキュリティが共存する事になる。�

�
③メダルバンクの普及は若年層（5歳～30歳代）を中心に400万人もの利用を促す
事になり、指紋認証を自身の生活の中で当然の如く利用できるという概念ができ
た。近い将来において社会の中であらゆる場面において指紋認証を行う事を当
然と意識する事が出来ることは、バイオメトリクス技術業界にとって大きな役割を
果たしている。�
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スピーカー�
クリアーな音質で音声ガイダンスを�
行います。�

指紋照合ユニット�
人体の指しか検出しない優れもの。�
指紋の特徴のみを読込みます。�

タッチパネルディスプレー�
お客様自身が直接画面に触れて操作する�
タッチパネルディスプレーを採用。�
面倒なキー操作がなく、音声ガイダンス�
に従って簡単に操作できます。�

メダル預け入れ口�
3000枚までイッキに投入可能な�
パワフルさ。計数速度は30枚/秒。�

メダルタンク�
メダルタンクは大容量。25000枚を�
収容します。※50000枚タイプ（オプション）もあります。�

メダル払い出し口�
高速払い出しでお待たせしません。�
払い出し速度は30枚/秒。�

追加機能（オプション）�
顧客情報の登録、顧客管理、売上げ管理�
など店舗運営に役立つ追加機能満載。�
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